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池袋本町居場所を提供する子ども食堂
シリーズ～まちの中の達人～

　池袋本町郵便局の隣、もとは
囲碁教室だった場所で活動して
いるほんちょこ食堂をお訪ねし
ました。
　この子ども食堂は、池袋本町
公園でプレーパークをやっているＮＰＯ法人豊島
子どもＷＡＫＵＷＡＫＵネットワークが行ってい
ます。池袋本町郵便局の名取さんのご厚意で場所
をお借りし、子ども夢基金の助成を受け、いろい
ろな団体から食材などの寄付も受けるなど、多く
の人に支えられながら活動しています。スタッフ
は池袋本町にお住まいの方11名がボランティアで
参加。最年少は高校生です。
　「ほんちょこ」とは本町でちょこっとという意味。
シングルの家庭や子どもの居場所をつくりたいと
の思いで行われています。毎回30～40人の方が来
られ、カレーライスに舌鼓を打ちながら、スタッ
フや参加者どうしのよもやま話に花が咲きます。
スタッフの皆さんも参加者も、とても楽しそうな
のが印象的です。一人で、あるいは親子だけで食
事をするのではなく、みんなで一緒に食事し、い
ろいろな話ができる。自分も参加することによる
人と人との支えあいがうれしいのではないかと感
じることができる食堂です。
　食堂の隣の車庫にはコタツがおかれ、食事の後
にくつろぐこともできます。道路に開かれたコタ
ツ。木枯らしの冷たさを感じさせないホッコリと
した居場所になっています。

　　　　　　　　池袋本町三丁目の工事現場か
　　　　　　ら、縄文時代の遺跡が再発見され
ました。この遺跡は明治29年に豊島区在住の考
古学者、蒔田鎗次郎がこの地域で貝を発見した
ことにより存在が知られるようになったもので、
この地に暮らした縄文人の生活を研究する上で、
きわめて貴重な遺跡と言われていたものです。
しかし、その後の宅地化によっていつしか遺跡
は姿を消し、区がたびたび行った発掘調査など
においても発見されず、専門家からも幻の貝塚
と言われていたものです。
　発掘調査の結果、地表から20cmときわめて
浅い位置から、縄文後期（およそ4500 ～ 3300
年前）の貝塚が非常に良好な状態で発見され、
貝や獣骨、魚骨、土器などが出土しました。こ

再発見
「池袋東貝塚」

の発掘調査は、遺跡全体のごく一部を調査した
にすぎませんが、長く不明な点が多いままだっ
た池袋東貝塚の実態に光をあてる、学術的にも
貴重な成果となりました。関東地方の他の縄文
時代後期の集落址との共通点が多く、それを参
考に推定すると本地区の北、西、東の三方向に
向かって、直径100メートル以上の範囲に及ぶ
集落があった可能性があるとのことです。
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　池袋本町地区では、さまざまなまちづくり事業が進められています。道路や
公園等を整備しようとすると、土地をお譲りいただくことが必要となります。
その時、移転が必要となる場合もありますが、地区内に代替地があれば移転を
考えてもよいという方もいらっしゃいます。
　まちづくり用地とは、地区内のまちづくりのために使う土地のことです。そ
のまま公園などに利用することもあれば、移転用の代替地として活用すること
もあります。豊島区ではまちづくり用地として売却をしてもよいという方を募
集しています。また、ＵＲ都市機構では木密エリアに限定して買い取り事業をは
じめました。土地の売却をお考えの方は、まずは区にご相談ください。

募集してます ● まちづくり用地

ＵＲ都市機構による木密エリア不燃化促進事業
　去る平成 29年 11月 1日に豊島区とＵＲ都市機構との間で、池
袋本町・上池袋地区における不燃化促進に関する業務協定を締結し
ました。今後ＵＲ都市機構は、不燃化特区内の不燃化を促進するこ
とを目的に土地の買い取りを行います。
■事業利用のメリット
・譲渡所得に対して、税の特別控除が適用できる可能性があります。
・東京都や豊島区の支援制度（建物除却・建替えの助成や固定資産税・
都市計画税の減免）の活用についてのアドバイスも行います。
■買い取り条件など
　・買い取りエリアは池袋本町・上池袋地区不燃化特区内となります。
　（池袋本町１～４丁目全域、上池袋２丁目１～４番・８～ 45番、上池袋３～４丁目全域）
　・買い取りは平成 32年度（平成 33年 3月）までとなります。
　・買い取りに際しては、建物の除却、土地の測量等を売主様のご負担で実施していただきます。建物の除却
については、助成制度利用の可能性があります。
通常の宅地だけでなく、「老朽化した空き家の管理に苦労しており土地を整理したい」、「自宅の敷地が道路用
地にかかり残地を売却したい」、などありましたらお気軽にご相談ください。
　窓口：ＵＲ都市機構 東日本都市再生本部 密集市街地整備部　03-5323-0351（平日 10：00～ 17：00）
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（イラスト：井出幸子）

メニューのカレーライス

上が食堂　

右は車庫のコタツ
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　池袋本町二丁目の公園づくりは、昨年10月
21日（土）に公園検討会による懇談会を開催し
ました。懇談会には20名の住民の皆さんが参加
され、検討会から提案された計画案について熱
心に意見交換を行い、たくさんのご意見をいた
だきました。ご意見の多くは計画案をより良く
しようというご提案でした。検討会では懇談会
でいただいたご意見をもとに計画を煮詰め、３
月に豊島区長に提言します。
　検討会では引き続き検討を続け、それに基づ
いて30年度に実施設計、31年度に工事が行わ
れる予定です。
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懇 談 会 を 開 催 池袋本町二丁目の公園
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少なくなってきたゴミ……清掃パトロール

遊びをテーマに遊びをテーマに
ふれあいまつりふれあいまつり

まちの

トピ
ックス

　電車の見える公園が開園して５年めを迎えようとしています。参加者が手植えし
たいのちの森はすくすくと育ち、駅が見えなくなりそうです。公園に植えた樹木も、
秋にはきれいな紅葉が楽しめるようになってきました。今一度景色をお楽しみくだ
さい。（撮影：野口徳栄／池袋本町四丁目） 

　まちづくりの会では、年２回清掃・点検パトロールを
行っています。12月3日には谷端川の清掃パトロールを
行いました。
　まずは電車の見える公園に集合し石拾いを行いました。
開園当時にくらべるとずいぶんと少なくなってきました。
　続いて谷端川を歩きながら清掃しました。こちらもず
いぶんとゴミが少なくなりました。昔は多かった粗大ゴ
ミの放置もほとんど見かけません。
　右下の写真は平成21年のものです。この時は写真に写っ
ているゴミ袋の他に軽トラックにもゴミ袋が積まれてい
ました。平成29年にはここに写っているものしかゴミが
ありません。毎年、毎年ゴミが少なくなっています。

今年度（平成29年12月）のごみの量８年前（平成21年）のごみの量

　10月8～9日に行われた池袋本町ふれあいまつ
りに今年度も新しいまちづくりの会が参加しまし
た。今年のテーマは「遊び」。
　池袋本町のどこで遊んだかを年齢別に地図に書
いてもらいました。今のお子さんは公園が遊び場
ですが、ある程度以上の年齢の方々は、町中が遊
び場だったことがわかりました。
　また、昔懐かしい遊び道具の縁台をつくりまし
た。昔の杵柄で、コマ回しやけん玉の遊び方を子
供たちに教える方もいました。

この図は検討時点の完成予想図です。
このイメージの後にも検討が続いて
おり、変更される可能性があります。
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